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戦争法（安保関連法）
を廃止する政府を

NO.110

「戦争法案廃案・安倍政権退陣」と新橋駅ＳＬ広場に集合した「こだま会」（８月３０日）

・コラム散歩道 �  ❶
・手作り文化祭／おすす

めの１冊 �  ❷
・こだま俳壇／歴史教室 

�  ❸
・会員紹介（一杉雄二さ

ん） �  ❹
・戦争法廃案へ �  ❺
・神奈川自治労退職者会

総会／危険なマイナン
バー制度 �  ❻

・全国自治体退職者会連
絡会総会／料理教室案
内／予告 �  ❼

・映画随想／絵手紙・葉
書絵 �  ❽

今号の紙面

※会員の皆様へお願い…住所を変更された時は事務局までご一報を。０４５（２１２）３１７９

戦争させない・９条壊すな！

語
学
校
で
学
生
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

　
　

◇　
　

◇
　

妻
の
長
期
研
究
休
暇
に
同

行
し
、
昨
年
１２
月
末
か
ら
約

９
ヵ
月
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
生

活
。
暇
つ
ぶ
し
に
と
、
１
月

５
日
か
ら
約
６
ヵ
月
間
、
英

　

月
〜
金
の
朝
の
９

時
か
ら
１３
時
ま
で
、

毎
日
宿
題
、
週
１
回

の
小
テ
ス
ト
、
そ
し

て
、
中
間
テ
ス
ト
、

期
末
テ
ス
ト
と
ハ
ー

ド
で
し
た
。
私
の
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
は
４

人
。
韓
国
人
、
モ
ン

ゴ
ル
人
、
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
人
、
イ
タ
リ
ア

人
。
年
齢
は
１９
歳
か

ら
６５
歳
ま
で
。
も
ち

ろ
ん
私
が
教
師
含
め

て
最
高
齢
で
す
。

　

授
業
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
生
活
や
文

化
、
環
境
問
題
な
ど

の
発
表
や
意
見
交
換

等
、
興
味
深
く
楽
し

い
経
験
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
お
互
い
、
つ

た
な
い
英
語
で
の
や
り
取
り
で
し
た
が
。

　

さ
て
、
私
が
住
ん
で
い
た
家
は
、
窓
か

ら
Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
サ
イ
ン
が
見

え
、
徒
歩
２
㌔
圏
内
に
美
術
館
（
Ｌ
Ａ
Ｃ

　

車
社
会
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
も
１
９
９

０
年
に
地
下
鉄
が
開
業
し
、
い
ま
は
６
路

線
に
な
り
、
延
長
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
公
共
交
通
派
の
私
と
し
て
は
、
喜

ば
し
い
限
り
で
す
。

加瀬　文隆
ロサンゼルスの学生生活

ス
・
地
下
鉄
で
ど
こ

へ
で
も
、
夜
で
も
移

動
し
て
い
ま
し
た
。

ア
ナ
ウ
ン
ス
は
ス
ペ

イ
ン
語
と
英
語
。

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の

人
口
の
約
４
割
は
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
系
。
バ

ス
・
地
下
鉄
に
乗
っ

て
い
る
の
は
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
貧
困

層
。
大
声
で
携
帯
電

話
、
音
楽
を
大
音
量

で
な
ら
す
の
に
は
最

後
ま
で
慣
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、

車
い
す
の
人
は
優
先

で
、
高
齢
者
に
席
を

譲
る
人
は
日
本
よ
り

多
い
で
す
。

Ｍ
Ａ
）
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

が
あ
り
、
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
、
ロ
デ
オ
ド
ラ

イ
ブ
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
も
バ
ス
で
３０
分
か

か
ら
ず
に
行
け
る
と
い
う
便
利
な
と
こ
ろ

で
し
た
。

　

私
た
ち
は
、シ
ニ
ア
パ
ス
（
６２
歳
以
上
）

を
ゲ
ッ
ト
し
、
車
を
持
た
ず
基
本
的
に
バ

ハリウッドの市街 サンタモニカの街かど
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第　１１０　号　（2）2015年（平成27年）１１月１５日 神奈川県職労連 退職者こだま会報

お
す
す
め
の
一
冊 

　
１６００円＋税

『
流り
ゅ
う

』�

東ひ
が
し

山や
ま

　
彰あ

き

良ら 

著

神奈川自治労連退職者会

第２１回
ふれあい
手作り
文化祭

絵画や
写真など 力作ぞろい

　

第
１
５
３
回
直
木
賞
受
賞
。
め
っ
た
に

な
く
選
考
委
員
全
員
が
推
奨
し
た
小
説
。

　

台
湾
に
住
む
葉
秋
生
（
イ
エ
・
チ
ョ
ウ

シ
ェ
ン
）
の
青
春
時
代
を
横
糸
に
、中
国
、

台
湾
、
日
本
の
中
日
戦
争
後
の
時
代
と
、 講談社２０１５年刊

フラダンスを演じる「こだま会」の会員

一
族
の
ル
ー
ツ
探
し
を
縦
糸
と
し
た
壮
絶

な
大
河
小
説
と
い
え
る
。

　

葉
一
族
は
大
陸
か
ら
台
湾
、
そ
し
て
日

本
へ
流
浪
す
る
。
秋
生
の
祖
父
は
、
蒋
介

石
の
死
去
の
翌
月
、
殺
害
さ
れ
る
が
、
そ

の
死
を
巡
る
一
族
の
思
わ
く
…
。
秋
生
１７

歳
、
台
北
の
高
校
生
。
幼
馴
染
の
友
人
と

チ
ン
ピ
ラ
ぶ
っ
て
荒
れ
る
日
々
。
退
学
に

な
っ
て
、
軍
魂
部
隊
で
の
兵
役
２
年
。
兵

役
を
脱
出
し
て
日
本
語
を
学
び
、
日
本
に

移
り
住
み
新
天
地
を
開
く
。

　

１
９
７
０
年
代
の
台
湾
を
舞
台
に
し
た

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
作

品
で
あ
る
一
方
、
秋
生
青
年
の
青
春
小
説

と
も
言
え
よ
う
。
著
者
は
台
湾
人
。
第
１１

回
大
薮
晴
彦
賞
を
受
け
て
い
る
。

（
木
村
武
子
）

リ
フ
ォ
ー
ム
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
な
ど
が
次
々
に
披
露
さ
れ
、
テ
ー
ブ

ル
で
は
、
軽
食
を
と
り
な
が
ら
交
流
の
輪

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
だ
ま
会
会
員
の
文
芸
作
品
は
、
絵
画

５
人
、
写
真
４
人
、
俳
句
１６
人
、
川
柳
１

人
、
絵
手
紙
２
人
、
葉
書
絵
２
人
、
書
２

人
、
手
芸
１
人
、
戦
争
法
反
対
行
動
写
真

１
人
、
ク
ロ
ー
バ
ー
の
押
し
花
１
人
。
演

芸
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
５
人
、
歌
６
人
、
田

宮
流
居
合
抜
き
１
人
の
計
４７
人
。
こ
れ
ま

で
の
最
多
参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
鳥
海
敏
雄
）

で
、
参
加
者
は
述
べ
２
５
０
人
超
の
大
盛

況
。
午
後
３
時
近
く
ま
で
、
交
流
が
続
き

ま
し
た
。

　

３
階
の
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
切

り
絵
や
写
真
、
絵
手
紙
、
絵
画
、
手
芸
、

俳
句
、
書
、
編
み
物
等
の
力
作
が
所
せ
ま

し
と
飾
ら
れ
、
閲
覧
者
か
ら
は
、「
す
ご

い
作
品
ば
か
り
だ
」「
私
も
挑
戦
し
て
み

た
い
」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

演
芸
会
場
の
舞
台
で
は
、
歌
や
踊
り
、

　

神
奈
川
自
治
労

連
退
職
者
会
の

「
第
２１
回
ふ
れ
あ

い
手
作
り
文
化

祭
」が
１０
月
３１
日
、

横
浜
市
従
会
館
で

１０
時
に
オ
ー
プ

ン
。
同
文
化
祭
実

行
委
員
会
が
準
備

し
て
き
た
も
の

す
ご
い
、私
も
挑
戦
し
た
い

オープニングに神奈フィル
争議の仲間が演奏

フォークソングを歌う杉原克典さん

　作品展示コーナーで

絵画コーナー　
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こ
だ
ま
俳
壇
（
１０
月
）

自
然
薯
の
掘
穴
が
抱
く
黙し
じ
ま

か
な

�

田
中
　
一
男

子
ら
の
声
吸
い
込
ま
れ
ゆ
く
秋
の
空

�

柳
瀬
　
節
子

精
根
の
鍬
父
墾ひ

ら
く

く
稲
の
波

�
小
川
　
水
草

秋
の
浜
網
縫
ふ
男
ら
の
寡
黙

�

鳥
海
　
敏
雄

泥
団
子
作
る
少
女
や
秋
茜

�

井
村
　
友
彦

鳶
職
の
交
わ
す
声
高
秋
の
空

�

木
村
　
武
子

六
十
年
語
る
友
い
て
天
高
し

�

三
井
　
光
子

稲
を
刈
る
そ
の
地
で
護
る
第
九
条

�

友
井
　
眞
言

旅
一
日
潮
風
に
乗
り
秋
茜

�

松
尾
佐
知
子

赤
蜻
蛉
心
配
そ
う
に
行
き
帰
り

�

白
井
保
次
郎

か
ら
か
ら
と
枯
葉
こ
ろ
が
る
先
を
行
く

�

中
村
　
桂
子

し
な
垂
れ
て
自
由
に
生
き
る
萩
の
ま
ま

�

高
橋
　
和
江

空
青
し
萩
の
こ
ぼ
る
る
小
径
行
く

�

横
川
美
代
子

棒
立
ち
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
秋
澄
み
ぬ

�

坂
　
　
　
守

子
供
づ
れ
マ
マ
旋
風
や
秋
桜

�

島
田
多
嘉
子

も
く
せ
い
の
香
に
さ
そ
わ
れ
て
散
歩
す
る

�

鈴
木
志
げ
子

小
田
原
城
総そ

う

構が
ま
え

を
歩
く

　

第
６１
回
歴
史
教
室
（
散
策
）
を
９
月
３０

日
に
実
施
。
小
田
原
駅
改
札
口
前
に
１０
時

に
集
合
し
「
小
田
原
城
総そ

う
が
ま
え構

を
歩
く
」
の

開
始
で
す
。講
師
は
生
方
武
羅
夫
会
員
で
、

８
人
が
参
加
。
午
後
２
時
３０
分
、
小
田
原

城
址
公
園
で
解
散
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に

　

小
田
原
北
条
氏
の
小
田
原
城
は
、
当
時

日
本
一
の
巨
城
で
堅
固
を
誇
っ
て
い
た
。

第６１回
歴史教室
（散策）

と
り
わ
け
、
総
構
は
（
大
外
郭

と
も
い
わ
れ
る
）東
西
約
５
㎞
、

南
北
約
７
㎞
、
周
囲
約
２０
㎞
。

北
か
ら
南
西
に
丘
陵
地
を
、
北

東
に
湿
地
帯
、
南
東
は
相
模
湾

に
面
し
て
い
た
。
東
端
は
江
戸

口
見
附
（
山
王
川
口
）、
南
西

端
は
早
川
口
。
今
回
は
、
お
城

の
背
部
の
丘
陵
地
を
約
５
㎞
歩

い
た
。

〈
散
策
コ
ー
ス
〉

　

小
田
原
駅
西
口
よ
り
城
山（
旧
名
谷
津
）

を
経
由
し
て
、
住
宅
街
に
入
る
と
今
回
の

コ
ー
ス
と
な
る
。

１　

城
下
張
出

　

総
構
か
ら
張
り
出
さ
れ
た
平
場
。
こ
こ

か
ら
敵
の
側
面
を
攻
撃
し
た
。

２　

山
ノ
神
堀
切

　

谷
津
丘
陵
を
東
西
に
分
断
し
、
堀
が
切

ら
れ
て
い
る
。

３　

稲
荷
森　

　

竹
林
の
中
に

丘
陵
の
地
形
に

そ
っ
て
、
堀
が

巡
ら
さ
れ
て
い

る
。
深
さ
約
１０

㍍
。

４�　

小
峯
御
鐘

ノ
台
大
堀
切

　

幅
２０
㍍
の
空

堀
は
圧
巻
。
底

を
歩
い
た
。
北

条
氏
の
築
城
術
に
感
服
。

５　

三
の
丸
外
郭
部
新
堀

　

小
田
原
合
戦
以
前
に
作
ら
れ
た
遺
構
が

残
る
。
箱
根
連
山
、
一
夜
城
、
相
模
湾
の

眺
望
抜
群
。
歴
史
展
望
公
園
と
な
っ
て
い

る
。

６　

八
幡
山
古
郭
・
東
曲
輪

　

戦
国
時
代
の
小
田
原
城
の
中
心
部
。
小

田
原
城
が
眼
前
に
。
眺
望
抜
群
。

ま
と
め

　

秋
晴
れ
の
中
、
コ
ー
ス
か
ら
は
小
田
原

城
、
城
下
町
、
箱
根
連
山
、
相
模
湾
の
眺

望
抜
群
。
総
構
は
空
堀
ば
か
り
。
駅
へ
の

帰
路
、
水
を
た
た
え
た
お
濠
を
み
て
ほ
っ

と
し
た
。

〈
お
わ
り
に
拙
句
を
〉

　

北
条
城
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
に
秋
の
風

�

（
湯
川　

勉
）

小田原城前の広場で

改修工事中の小田原城

小田原城内の「慰霊塔」前で
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会員
紹介

−４５−

グアテマラ・ホンジュラス
のマヤ遺跡を訪ねて

一杉　雄二

０
０
６
年
、
企
画
部
を
最
後
に
定
年

退
職
。
現
在
「
こ
だ
ま
会
」
幹
事
の

２
期
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

〜
４
月
６
日
の
日
程
で
メ
キ
シ
コ
の
隣
国

で
あ
る
グ
ア
テ
マ
ラ
と
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
を

訪
ね
た
。
グ
ア
テ
マ
ラ
は
、
１
９
５
４
年

に
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
関
与
で
親
米
独
裁
政
権
が
樹

立
さ
れ
た
後
、
６０
年
か
ら
の
３６
年
間
、
内

戦
が
続
き
、
同
国
や
周
辺
の
マ
ヤ
遺
跡
観

光
の
環
境
が
整
っ
て
か
ら
、
ま
だ
１０
年
も

　

私
は
、
１
９
６

８
年
４
月
に
入

庁
、
１６
カ
所
の
職

場
を
経
験
し
、
２

経
っ
て
は
い
な
い
。

❖ 

コ
パ
ン

　

グ
ア
テ
マ
ラ
国
境
に
近
い
ホ
ン
ジ
ュ
ラ

ス
に
あ
る
マ
ヤ
古
典
期
（
Ａ
Ｄ
２
５
０

−

９
０
０
）
の
代
表
的
な
王
国
の
遺
跡
。
王

国
の
歴
史
を
語
る
２
２
０
０
字
以
上
の
マ

ヤ
文
字
が
刻
ま
れ
た“
神
聖
文
字
の
階
段
”

を
始
め
、芸
術
性
に
富
ん
だ
遺
物
か
ら“
マ

ヤ
の
ア
テ
ネ
”
と
呼
ば
れ
る
。

❖ 

キ
リ
グ
ア

　

グ
ア
テ
マ
ラ
東
端
に
あ
る
広
大
な
バ
ナ

ナ
農
園
の
真
中
か
ら
多
数
の
ス
テ
ラ
（
石

碑
）
が
発
掘
さ
れ
た
。
８
世
紀
に
栄
え
た

王
国
の
遺
跡

で
、
王
の
肖

像
や
事
績
等

を
マ
ヤ
文
字

で
刻
む
石
碑

の
中
で
最
大

の
も
の
は
、

高
さ
１０
㍍
を

超
え
、
重
さ

３０
㌧
以
上
と

い
う
。
こ
れ

ら
の
石
碑
の

一
つ
に
２
０

１
２
年
１２
月

２１
日
で
終
わ

る
５
０
０
０
年
周
期
の
マ
ヤ
歴
の
こ
と
が

刻
ま
れ
て
お
り
、“
こ
の
世
の
終
わ
り
”

が
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
。

❖ 
テ
ィ
カ
ル

　

２
０
０
０
年
近
い
年
月
（
Ｂ
Ｃ
９
世
紀

－

Ａ
Ｄ
１０
世
紀
）、
人
が
定
住
し
た
マ
ヤ

中
部
地
域
最
大
の
王
国
の
遺
跡
。
淡

路
島
の
面
積
に
ほ
ぼ
等
し
い
テ
ィ
カ

ル
国
立
公
園
の
密
林
に
は
、
未
発
掘

の
遺
跡
が
多
数
残
る
。
遺
跡
中
心
部

に
は
、
鋭
角
的
な
形
状
を
特
徴
と
す

る
高
さ
数
十
㍍
の
神
殿
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

５
基
が
建
ち
並
び
、
最
大
の
も
の
は

７０
㍍
を
超
え
る
高
さ
で
あ
る
。

❖ �

ア
ン
テ
ィ
グ
ア
・
グ
ア
テ
マ

ラ
市

　

最
後
は
ア
ン
テ
ィ
グ
ア
・
グ
ア
テ

マ
ラ
市
を
訪
ね
る
。
古
い
首
都
で
、

碁
盤
の
目
の
街
並
み
に
教
会
等
の
宗

教
施
設
が
多
数
残
っ
て
い
る
、
ま
る

で
“
京
都
”
だ
。
折
し
も
カ
ト
リ
ッ

ク
の
復
活
祭
。
今
や
国
際
的
観
光
行

事
と
な
っ
た
、
石
畳
の
街
路
を
飾
る

花
絨
毯
を
踏
み
し
だ
い
て
、
十
字
架

を
背
負
っ
た
キ
リ
ス
ト
の
行
列
が
進

む
“
プ
ロ
セ
ッ
シ
ョ
ン
”
を
観
た
。

〈
１６
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
に
よ
る
征
服

後
、
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
の
手
で
マ
ヤ

の
絵
文
書
は
悉
く
焼
却
さ
れ
た
。
そ

れ
故
、
神
殿
や
石
碑
に
残
る
マ
ヤ
文

字
は
解
読
不
能
と
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
こ
数
十
年
の
研
究
の
進
展
で
今

は
、
７
〜
８
割
の
文
字
が
読
み
解
か

れ
て
い
る
と
い
う
。〉

◇　

◇　

◇

　

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
始

め
と
す
る
古
代
巨
石

文
明
の
遺
跡
を
訪
ね

る
こ
と
は
、
少
年
時

代
か
ら
の
夢
で
あ

り
、
な
か
で
も
強
く

心
を
惹
か
れ
た
の

が
、
そ
の
当
時
“
解

読
不
能
”
と
さ
れ
て

い
た
マ
ヤ
文
字
を
残

し
、
中
米
の
熱
帯
雨

林
に
消
え
た
「
マ
ヤ

文
明
」
だ
っ
た
。

　

０６
年
に
ぺ
ル
ー

（
イ
ン
カ
文
明
）、
０８
年
に
メ
キ
シ
コ

（
マ
ヤ
・
ア
ス
テ
カ
文
明
）、
０９
年
に

エ
ジ
プ
ト
（
ナ
イ
ル
文
明
）
を
旅
行

し
て
、
長
年
の
夢
を
一
応
、
叶
え
た

の
だ
が
、
メ
キ
シ
コ
は
マ
ヤ
地
域
の

北
部
を
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、
中
南
部

地
域
に
も
数
多
く
の
遺
跡
が
知
ら
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
年
３
月
３０
日

▶�

ア
ン
テ
ィ
グ
ア
・
グ
ア
テ
マ
ラ

の
プ
ロ
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
花
じ
ゅ

う
た
ん

▲
テ
ィ
カ
ル
遺
跡
の
神
殿
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さ
れ
て
き
ま
す
が
、
申
請
は
義
務
で
は
な

く
任
意
で
す
。「
番
号
通
知
カ
ー
ド
」
が

あ
れ
ば
一
般
的
な
行
政
手
続
き
は
可
能
で

す
。
必
要
が
な
け
れ
ば
申
請
し
な
く
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
は
写
真
添
付
面

に
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
な
ど

が
記
載
さ
れ
、
裏
面
に
個
人
番
号
と
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
個
人
番
号

を
求
め
ら
れ
た
時
に
提
示
で
き
、
身
分
証

明
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の
分
、
紛
失
や
盗

難
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
が
必
要
で
す
。

徴
税
強
化
や
社
会
保
障
給
付
の

抑
制
な
ど
に
活
用
さ
れ
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー

　

２
０
１
６
年
１
月
か
ら
、
医
療
保
険
、

介
護
保
険
、雇
用
保
険
な
ど
の
社
会
保
障
、

確
定
申
告
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
な

ど
の
災
害
対
策
の
手
続
き
、
預
金
口
座
や

特
定
健
診
な
ど
で
使
い
ま
す
。

　

年
金
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
の
流
失

問
題
を
受
け
て
、
安
全
対
策
を
と
る
と
し

て
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
と
の
連
携
を
最
長

２
０
１
７
年
ま
で
延
期
を
し
ま
す
。

　

事
業
所
は
給
与
な
ど
の
書
類
に
雇
用
者

の
番
号
を
記
載
す
る
た
め
に
、
従
業
員
に

番
号
の
提
供
を
求
め
ま
す
が
、
従
業
員
か

ら
の
提
供
が
得
ら
れ
ず
、
記
載
が
な
く
て

も
書
類
は
受
理
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
政
府
は
健
康
保
険
証
や
公
務

員
の
身
分
証
明
証
と
の
一
体
化
な
ど
利
用

範
囲
を
拡
大
し
、
番
号
記
載
を
半
ば
強
制

的
に
義
務
付
け
す
る
こ
と
で
、
国
民
一
人

（
こ
だ
ま
会
）
は
、「
安
倍
改
造
内
閣
は
一

億
総
活
躍
担
当
相
を
つ
く
っ
た
が
、保
育
・

医
療
の
負
担
増
で
子
育
て
世
代
は
大
変
、

高
齢
者
世
代
も
介
護
・
医
療
費
の
負
担
が

高
く
て
精
一
杯
の
生
活
だ
。
一
人
ぼ
っ
ち

が
増
え
て
い
る
と
い
う
の
に
、
一
体
何
を

考
え
て
い
る
の
か
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

各
議
案
の
提
案
後
、
質
疑
討
論
。
こ
だ

ま
会
か
ら
は
、
県
職
員
九
条
の
会
と
連
携

し
た
と
り
く
み
や
、
戦
争
法
案
反
対
の
行

動
、
神
奈
フ
ィ
ル
争
議
支
援
、
１０
月
施
行

の
危
険
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
問
題
。
横

浜
市
従
退
職
者
会
は
、
横
浜
市
の
カ
ジ
ノ

誘
致
の
問
題
。
鎌
倉
市
役
所
退
職
者
会
は

職
員
の
給
与
削
減
条
例
問
題
等
の
と
り
く

み
を
報
告
し
、
方
針
を
補
強
し
ま
し
た
。

　

戦
争
法
廃
止
と
年
金
・
医
療
・
福
祉
の

充
実
を
め
ざ
す
方
針
や
新
役
員
を
決
め
、

運
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

�

（
鳥
居
伸
太
郎
）

　

神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会
は
１０
月
１６

日
、
横
浜
市
従
会
館
で
第
２３
回
定
期
総
会

を
開
催
。
神
奈
川
自
治
労
連
の
水
野
博
委

員
長
か
ら
連
帯
の
挨
拶
を
受
け
、
論
議
に

入
り
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
っ
て
植
木
眞
理
子
会
長

ひ
と
り
の
懐
具
合
を
把
握
し
、
税
務
署
の

徴
税
や
社
会
保
険
料
の
徴
収
強
化
、
社
会

保
障
給
付
の
抑
制
に
活
用
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

危
険
い
っ
ぱ
い

－

国
民
に
メ

リ
ッ
ト
な
し

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
の
事
業
者
管
理
は

厳
し
く
規
制
さ
れ
ま
す
が
、
事
業
者
に

と
っ
て
は
１２
桁
の
「
個
人
番
号
」
に
付
随

し
て
顧
客
管
理
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
構
築

で
き
、
事
業
活
動
に
生
か
す
チ
ャ
ン
ス
に

な
り
ま
す
。

　

当
然
各
種
デ
ー
タ
を
不
正
取
得
し
た

り
、
売
買
の
対
象
に
な
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

始
ま
っ
た
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
で

す
が
、
不
都
合
が
大
き
く
な
ら
な
い
う
ち

に
国
民
の
声
を
寄
せ
て
、
取
り
止
め
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。�

（
鳥
居
伸
太
郎
）

　

今
年
１０
月
施
行
の「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個

人
番
号
）
制
度
」。
全
国
民
に
付
け
ら
れ

た
番
号
の
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
、
市
区
町

村
か
ら
簡
易
書
留
で
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
問
題
点
等
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

「
番
号
通
知
カ
ー
ド
」
は
大
事
に
保
管
を 

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
申
請
は
任
意

　

市
区
町
村
か
ら
世
帯
主
宛
に
家
族
人
数

分
が
送
ら
れ
て
き
た
「
番
号
通
知
カ
ー

ド
」。
カ
ー
ド
の
番
号
、
氏
名
、
住
所
、

生
年
月
日
、
性
別
の
確
認
を
し
て
、
特
に

「
個
人
番
号
」
を
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
保

管
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
個
人
番
号
」
は
役
所
や
勤
め
先
な
ど

か
ら
番
号
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
時
な
ど

に
提
示
し
ま
す
が
、「
番
号
通
知
カ
ー
ド
」

の
場
合
は
、
本
人
確
認
の
た
め
運
転
免
許

証
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
「
番
号
通
知
カ
ー
ド
」
と
一
緒
に
「
個

人
番
号
カ
ー
ド
」
の
交
付
申
請
書
も
同
封

神奈川自治労連退職者会
第２３回定期総会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

戦争法
廃止を

年
金
・
医
療
・

福
祉
の
充
実
へ

危
険
が

い
っ
ぱ
い

新役員を決めスタート
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動
に
参
加
し
、
３３
人
の
会
員
が
集
ま
り
ま

し
た
。
国
会
前
に
は
６０
年
安
保
以
来
の
１２

万
人
の
国
民
が
集
ま
り
、
一
連
の
行
動
の

な
か
で
は
最
大
の
規
模
に
な
り
ま
し
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

私
も
何
回
か
国
会
前
に
行
き
ま
し
た
。

そ
の
た
び
に
感
じ
た
の
は
、
高
齢
者
、
中

年
、
若
者
、
子
ど
も
、
学
生
、
乳
母
車
を

引
い
た
お
母
さ

ん
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
、
車
い
す

の
人
、弁
護
士
、

学
者
、芸
能
人
、

お
坊
さ
ん
な

ど
、
幅
広
い
層

か
ら
の
参
加
が

見
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

個
人
や
夫

婦
、
友
人
と
誘

い
合
っ
て
参
加

し
て
い
る
と
い

う
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。
普
段

デ
モ
な
ど
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
人
た

ち
が
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
思
い
を
も
っ
て
国

会
前
に
集
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
党
派
を
超
え
て
、
立
憲
主
義
や
民
主

主
義
、
第
９
条
を
守
ろ
う
と
し
て
行
動
を

起
こ
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
な
か

に
は
与
党
公
明
党
の
支
持
母
体
で
も
あ
る

創
価
学
会
の
旗
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
だ
ま
会
の
会
員
へ
の
参
加
呼
び
か
け

は
１
回
だ
け
で
し
た
が
、
個
々
に
は
い
ろ

い
ろ
な
機
会
に
多
く
の
会
員
が
参
加
し
た

よ
う
で
す
。
私
も
新
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
の
地
方
公
聴
会
を
含
め
、
複
数
回
の
抗

議
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
が
、「
３０
回
も

参
加
し
た
」
と
い
う
会
員
も
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、８０
パ
ー
セ
ン
ト
近
い
国
民
が
、

「
審
議
は
未
だ
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
」
と

考
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
残
念
な
こ

と
に
強
行
採
決
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

安
倍
首
相
自
身
も
、「
多
く
の
国
民
が
ま

だ
理
解
し
て
い
な
い
」
と
し
、
今
後
国
民

の
理
解
を
得
る
よ
う
説
明
す
る
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
現
在
で
は
「
一
億
総
活
躍

社
会
」
や
２
０
２
０
年
ま
で
に
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ

６
０
０
兆
円
」
な
ど
、
わ
け
の
わ
か
ら
な

い
実
現
不
可
能
な
政
策
を
突
然
い
い
だ
し

て
い
ま
す
。
特
に
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円
」

は
経
団
連
や
日
商
の
ト
ッ
プ
が
実
現
は
難

し
い
と
発
言
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
の
参
議
院
選
に
向
け
て
、「
戦
争

法
」
か
ら
国
民
の
目
を
そ
ら
す
た
め
、
苦

し
ま
ぎ
れ
に
無
理
や
り
考
え
出
し
た
政
策

だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
戦
争
法
」
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
を

得
る
よ
う
努
力
す
る
と
発
言
し
て
お
き
な

が
ら
、
今
で
は
な
る
べ
く
「
戦
争
法
」
に

は
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
大
変
不
誠
実
で
あ
り
、
国
民
は
す
ぐ
に

忘
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
国
民
を
愚
弄
す
る

態
度
だ
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
３
月
に
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
の
Ｐ
Ｋ

Ｏ
で
の
武
器
を
持
っ
た
駆
け
つ
け
警
護
が

可
能
に
な
り
、
自
衛
隊
の
戦
闘
行
為
が
現

実
の
問
題
に
な
っ
て
き
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

私
た
ち
は
小
さ
な
力
で
す
が
、
共
産
党

が
提
案
し
て
い
る
野
党
の
選
挙
協
力
が
、

う
ま
く
い
く
よ
う
に
応
援
（
民
主
党
な
ど

に
意
見
を
送
る
）
し
た
い
。
毎
月
１９
日
に

は
国
会
前
の
抗
議
行
動
が
あ
る
の
で
、
で

き
る
だ
け
こ
れ
に
参
加
し
、
ま
た
、『
こ

だ
ま
会
報
』
な
ど
を
通
じ
て
会
員
へ
反
対

の
意
思
を
伝
え
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

に
反
対
の
意
思
を
発
信
し
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。�

（
友
井
眞
言
）

▶�

連
日
抗
議
行
動
が
続
い
た

▲�

小
雨
降
る
中
１２
万
人
が
国

会
を
囲
ん
だ
（
８
月
３０
日
）

横浜地方公聴会が開かれた新横浜プリンスホ
テル周辺で座り込む人たち（９月１６日）

　

こ
だ
ま
会
は
、
総
が
か
り
行
動
実
行
委

員
会
の
「
８
・
３０
国
会
１０
万
人
大
行
動
」

の
呼
び
か
け
に
応
え
て
国
会
前
の
抗
議
行

党派を超えて、立憲主義
民主主義を守ろう

戦争法反対
の政府を
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●第６２回歴史教室（講義）
と　き　１２月２日（水）
　　　　１３時３０分〜１６時３０分
ところ　県庁本庁舎６階共用会議室
テーマ　足利直義の人間像
講　師　生方武羅夫（会員）
会　費　無料。初めての方歓迎
申込先　こだま会事務所０４５（２１２）３１７９
　　　　または佐藤喜治０４５（３６１）０１１２

●俳句サークル「こだま句会」
　月例句会（毎月第２木曜日１３時〜）
　１２月１０日／１月１４日
ところ　県庁本庁舎６階共用会議室
指　導　太田土男先生（俳人協会）
会　費　８００円
申込先　こだま会事務所０４５（２１２）３１７９
　　　　または井村友彦０４６３（８１）４４９３

●食文化を楽しむ会（薬膳料理）
と　き　１２月３日（木）１１時〜
ところ　横浜市西区センター調理室
内　容　風邪に負けない薬膳料理
会　費　２０００円
講　師　亀井禎子会員
申込先　こだま会事務所０４５（２１２）３１７９

●こだま会企画「てく・テクの会」
と　き　１２月３日（木）１０時
　　　　ＪＲ新橋駅烏森口改札前集合
ところ　「築地市場と江戸散歩」
内　容　�隅田川、築地本願寺、かちどき

橋、歌舞伎座など周辺を散策
費　用　交通費等各自負担
申込先　こだま会事務所０４５（２１２）３１７９

高齢者のくらし・医療・介護
平和と民主主義を守ろう

全国自治体
退職者会連絡会
第１８回定期総会

　

全
国
自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会
第
１８
回

定
期
総
会
が
８
月
２２
日
、
名
古
屋
国
際
会

議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
北
は
岩
手
県
か

ら
南
は
北
九
州
市
や
広
島
の
４６
人
が
参

加
。
当
会
か
ら
は
加
藤
利
秋
顧
問
（
全
国

自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会
事
務
局
次
長
）、

植
木
眞
理
子
代
表
幹
事
、

並
木
ま
り
子
幹
事
と
私
の

４
人
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
自
治
体
職
場
の
退

職
者
の
全
国
的
な
連
絡
会

が
１
９
９
８
年
に
名
古
屋

大
会
で
結
成
さ
れ
、
今
年

再
び
名
古
屋
で
の
大
会
と

な
り
、
感
無
量
と
の
加
藤

利
秋
事
務
局
次
長
の
あ
い

さ
つ
で
ス
タ
ー
ト
。

　

議
長
に
愛
知
県
半
田
市

職
労
退
職
者
会
副
会
長
の

鈴
木
孝
雄
氏
を
選
出
。
城

田
尚
彦
会
長
の
挨
拶
に
続

い
て
２
０
１
４
年
度
活
動
報
告
、
決

算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
、
２
０
１

５
年
度
活
動
方
針
案
、
２０
周
年
記
念

誌
に
関
す
る
特
別
報
告
案
、
２
０
１

５
年
度
予
算
案
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、愛
知
、大
阪
、京
都
、

東
京
、
岩
手
な
ど
１０
人
か
ら
気
迫
の

こ
も
っ
た
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
原
発
事
故
の
教

訓
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
再
稼
働
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
非
正
規
雇

用
労
働
者
が
増
大
し
貧
困
や
格
差
が

拡
大
し
て
い
る
こ
と
、
貧
困
対
策
や

教
育
に
ほ
と
ん
ど
力
を
入
れ
ず
、
憲
法
を

踏
み
に
じ
り
、
民
主
主
義
を
危
機
に
さ
ら

す
安
倍
内
閣
の
暴
走
は
許
せ
な
い
と
い
う

怒
り
の
声
や
、
こ
の
ま
ま
見
過
ご
し
て
は

い
ら
れ
な
い
、
運
動
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
日
本
の
未
来
は
な
い
、
二
度
と
国
民

を
戦
争
に
動
員
す
る
役
割
は
担
わ
せ
な
い

と
い
う
自
治
体
労
働
者
の
熱
い
魂
の
よ
う

な
も
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
を

通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
把
握
し
、
戦

争
体
験
を
聞
く
会
や
憲
法
９
条
を
守
る
集

会
を
開
い
た
こ
と
、
暴
雨
災
害
地
で
の
被

災
者
支
援
や
復
興
活
動
な
ど
の
多
彩
な
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
会
か
ら
は
植
木
眞
理
子
代
表
が
、
定

期
発
行
し
て
い
る
『
こ
だ
ま
会
報
』
の
紹

介
や
、
神
奈
フ
ィ
ル
争
議
の
署
名
運
動
な

ど
を
訴
え
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
議
案
と
役
員
体
制
は
拍
手
で

承
認
さ
れ
、
予
定
時
間
内
に
終
了
。
高
齢

者
の
く
ら
し
や
医
療
・
介
護
、
年
金
、
平

和
と
民
主
主
義
を
守
ら
な
け
れ
ば
と
い
う

姿
勢
や
努
力
に
、
大
い
に
励
ま
さ
れ
る
大

会
で
し
た
。�

（
中
嶋
ひ
と
み
）

こだま会の報告をする植木眞理子代表

と　き●１１月２１日（土）１１時〜１５時（予定）
ところ●�フオーラム南太田（横浜市男

女共同参画センター横浜南）
会　費●２０００円
献　立●�鮮度抜群、相模湾の釣りたてイ

ナダ料理（前日の海の状況によ
り中止の場合もあり）／鶏の梅
照り焼き／肉（豚）味噌など

申込先・担当●仲戸川
　　　　　　　（０８０－３００１－８１７４）まで

楽しい料理教室
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奥津弘久さんの作品

三井光子さんの作品

山本正子さんの作品

13
　

山
本
周
五
郎
は
、
そ
れ
ま
で
の

大
衆
小
説
か
ら
大
衆
文
学
へ
と
地

位
を
高
め
た
小
説
家
と
し
て
知
ら

れ
る
。
没
後
５０
年
を
経
過
し
た
が
、

そ
の
作
品
は
今
も
読
み
継
が
れ
、

映
像
化
や
舞
台
化
が
続
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
純
文
学
と
大
衆
文
学
と

の
区
別
を
無
意
味
な
も
の
と
し
た

作
家
、
と
の
評
価
も
得
て
い
る
。

　

黒
澤
明
も
周
五
郎
文
学
を
愛
し
、

『
日
々
平
安
』（
映
画『
椿
三
十
郎
』）、

『
赤
ひ
げ
診
療
譚
』（
同『
赤
ひ
げ
』）、

『
季
節
の
な
い
町
』（
同
『
ど
で
す
か

で
ん
』」
の
３
作
品
を
映
画
化
し
た
。

　

さ
ら
に
、
脚
本
と
し
て
、『
お
ご

そ
か
な
渇
き
』（『
雨
あ
が
る
』）、『
つ

ゆ
の
ひ
ぬ
ま
』『
な
ん
の
花
か
薫
る
』

（『
海
は
見
て
い
た
』）、『
町
奉
行
日

記
』（『
ど
ら
平
太
』）
を
遺
す
な
ど
、

周
五
郎
文
学
へ
の
傾
倒
が
う
か
が
わ

れ
る
。
脚
本
３
作
品
は
黒
澤
没
後
に

す
べ
て
が
映
画
化
さ
れ
、
い
ず
れ
も

高
い
評
価
を
得
た
。

　

黒
澤
の
３
作
品
の
う
ち
、『
赤
ひ

げ
』
は
黒
澤
映
画
で
も
破
格
の
作
品

で
あ
る
。
主
人
公
を
悪
政
に
挑
む
人

物
と
し
て
捉
え
、
貧
困
こ
そ
諸
悪
の

根
源
だ
と
主
張
さ
せ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ス
ト
黒
澤
の
到
達
点
の
作
品
と
さ
れ

る
名
画
で
あ
る
。
こ
の
映
画
を
観
た

周
五
郎
も
そ
の
で
き
ば
え
を
絶
賛

し
、
公
開
時
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
賛

辞
を
寄
せ
て
い
る
。

　

周
五
郎
が
『
赤
ひ
げ
診
療
譚
』
を

雑
誌
に
発
表
し
た
の
は
昭
和
３３
年
、

５５
歳
の
時
。
黒
澤
が
『
赤
ひ
げ
』
を

完
成
さ
せ
た
の
は
昭
和
４０
年
で
、
こ

れ
も
５５
歳
で
あ
る
。

　

今
年
、
東
宝
系
で
は
、「
午
前
十

時
の
映
画
際
」
と
し
て
『
赤
ひ
げ
』

の
県
内
上
映
を
実
施
し
て
い
る
。
デ

ジ
タ
ル
の
上
映
版
で
、
５０
年
前
に
公

開
さ
れ
た
当
時
の
鮮
や
か
な
画
面
が

驚
き
だ
。

　

黒
澤
が
周
五
郎
作
品
を
初
め
て
手

が
け
た
の
は
、『
椿
三
十
郎
』（
原
作

『
日
々
平
安
』）
だ
が
、
こ
れ
に
は

ち
ょ
っ
と
し
た
経
緯
が
あ
る
。
当
初

は
『
生
き
る
』
や
『
七
人
の
侍
』
で

助
監
督
を
務
め
た
弟
子
の
堀
川
弘
通

の
た
め
に
書
か
れ
た
脚
本
だ
が
、『
用

心
棒
』
の
大
ヒ
ッ
ト
に
よ
り
続
編
を

と
の
会
社
側
の
強
い
要
望
を
受
け
書

き
直
し
た
。『
日
々
平
安
』で
は
、飄
々

と
し
た
武
士
が
主
人
公
だ
が
、『
椿

三
十
郎
』
で
は
強
い
英
雄
と
さ
れ
、

ま
さ
に
換
骨
奪
胎
の
作
品
と
な
っ

た
。
あ
ま
り
の
変
わ
り
よ
う
に
黒
澤

は
、
タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク
に
原
作
者
名

と
作
品
名
を
は
ず
そ
う
と
考
え
、
周

五
郎
に
伺
い
を
立
て
た
と
こ
ろ
、
か

ま
わ
な
い
と
の
返
事
を
得
た
と
い

う
。
些
末
な
こ
と
に
は
鷹
揚
な
周
五

郎
ら
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　

周
五
郎
は
歴
史
物
、
人
情
物
、
滑

稽
物
、
恋
愛
物
と
多
様
な
世
界
を
舞

台
と
し
て
い
る
が
、い
ず
れ
も
が「
心

の
琴
線
に
ふ
れ
る
」
と
賞
さ
れ
た
作

品
で
あ
る
。周
五
郎
は
権
威
を
嫌
い
、

『
日
本
婦
道
記
』
の
直
木
賞
受
賞
を

拒
否
し
た
。
直
木
賞
史
上
初
め
て
の

出
来
事
で
あ
り
、
大
き
な
話
題
と

な
っ
た
。
全
集
の
豪
華
本
出
版
を
許

さ
ず
、
廉
価
本
を
指
示
す
る
な
ど
、

常
に
大
衆
の
目
線
で
消
光
し
た
。

　

本
町
小
学
校
を
卒
業
し
た
周
五
郎

は
、終
生
横
浜
を
愛
し
、関
内
の
「
八

十
八
」
の
鰻
丼
が
好
物
で
、
６４
歳
を

一
期
と
し
て
磯
子
で
没
し
た
。
私
が

愛
し
て
や
ま
な
い
作
家
で
あ
る
。

山
本
周
五
郎
と
黒
澤
明

田
中
　
一
男

　
「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
」
と
い

う
墨
書
が
各
地
の
集
会
等
で
掲
げ
ら

れ
て
い
る
▼
こ
の
墨
書
は
、
俳
句
界

の
重
鎮
・
金
子
兜
太
氏
（
９６
歳
）
に

よ
る
も
の
▼
９
月
１９
日
に「
戦
争
法
」

は
通
っ
た
が
、
反
対
運
動
は
続
い
て

い
る
。
創
意
工
夫
し
た
、
あ
き
ら
め

な
い
運
動
が
続
い
て
い
る
。�

〈
鳥
〉
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